
５
月
１
日
、
代
々
木
公
園
に
て
、
第

９
７
回
中
央
メ
ー
デ
ー
が
雨
の
中
開
催

さ
れ
、
８
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
交
労
か
ら
の
参
加
は
約
５
０
人
で
し

た
。
文
化
行
事
で
は
東
京
医
労
連
の

「
全
国
一
律
！
サ
ン
バ
Ｄ
Ｅ
サ
イ
チ
ン
」

の
歌
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
主

催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
全
労
連
議
長
秋

山
正
臣
さ
ん
は
、
冒
頭
に
憲
法
９
条
を

読
み
上
げ
「
戦
争
は
絶
対
に
始
め
て
は

な
ら
な
い
、
平
和
な
く
し
て
労
働
運
動

な
し
」
と
強
調
。
ま
た
、
「
物
価
高
騰

が
続
き
、
く
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

国
民
の
大
多
数
を
占
め
る
労
働
者
の
懐

を
温
め
る
賃
上
げ
が
必
要
だ
。
さ
ら
な

る
賃
上
げ
と
経
済
政
策
の
転
換
、
税
に

よ
る
再
分
配
機
能
の
強
化
を
実
現
し
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
さ

ん
は
「
長
時
間
労
働
の
是
正
と
労
働
時

間
短
縮
が
、
労
働
者
の
命
と
健
康
の
た

め
に
も
、
自
分
の
た
め
に
も
、
そ
し
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
進
め
る
う
え
で
も

不
可
欠
。
闘
う
労
働
組
合
を
大
き
く
発

展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
労
働
組
合
か
ら
の
決
意
表
明
と
し

て
、
東
京
土
建
、
国
共
病
組
、
建
交
労

東
京
都
本
部
よ
り
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

石
塚
副
委
員
長
は
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
は
過
労
死
認
定
が
最
も
多
い
業
種
、

長
時
間
労
働
と
低
賃
金
に
よ
り
、
人
手

不
足
と
高
齢
化
が
深
刻
。
建
交
労
全
国

ト
ラ
ッ
ク
部
会
が
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
の
業
界
団
体
と
一
緒
に
改
善
を
求

め
る
運
動
を
お
こ
し
、
昨
年
６
月
、
運

賃
料
金
制
定
の
制
限
を
盛
り
込
ん
だ

「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
」
が
成
立
し
た
。
ま

た
、
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

は
韓
国
の
大
手
バ
ス
会
社
の
労
働
組
合

の
京
畿
高
速
労
働
組
合
か
ら
懇
談
の
申

入
れ
が
あ
り
４
月
２
日
（
木
）
ラ
パ
ス

ホ
ー
ル
に
８
０
人
が
集
ま
り
日
韓
の
バ

ス
運
転
手
の
労
働
条
件
の
紹
介
や
エ
ー

ル
の
交
換
を
し
両
国
の
労
働
者
の
団
結

を
深
め
ま
し
た
」
と
、
建
交
労
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
メ
ー
デ
ー
宣

言
の
提
案
が
さ
れ
「
国
連
成
立
８
０
年
、

世
界
で
は
大
国
が
他
国
を
軍
事
力
で
侵

略
す
る
暴
挙
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

直
ち
に
戦
闘
を
停
止
し
即
時
撤
退
を
求

め
る
。
物
価
高
騰
を
上
回
る
大
幅
賃
上

げ
で
生
活
改
善
を
は
か
り
、
あ
ら
ゆ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
し
均
等
待
遇
と

格
差
是
正
を
め
ざ
す
。
年
金
・
医
療
・

介
護
制
度
の
充
実
、
労
基
法
の
規
制
緩

和
を
許
さ
ず
、
改
憲
阻
止
、
私
た
ち
は

平
和
と
憲
法
を
守
る
闘
い
に
全
力
を
つ

く
す
。
２
６
春
闘
を
最
後
ま
で
粘
り
強

く
奮
闘
し
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
メ
ー

デ
ー
の
パ
レ
䢣
ド
は
中
止
に
な
り
ま
し

が
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
組
合
員
の

皆
さ
ん
、
要
員
を
し
て
い
た
だ
い
た
組

合
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
【
常
任
執
行
委
員

江
部

明
子
】

午
前
中
の
激
し
い
雨
の
中
、
バ
ス
関

連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
を
は
じ
め
実

行
委
員
会
の
仲
間
が
準
備
を
す
す
め
、

無
事
第
９
７
回
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
井
の
頭
公
園
西
園
競

技
場
に
は
三
多
摩
の
各
地
域
か
ら
１
３

５
０
名
が
集
い
、
建
交
労
は
三
多
摩
地

協
か
ら
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
、

八
王
子
地
域
労
組
、
八
王
子
学
童
、
三

鷹
分
会
、
武
蔵
野
分
会
な
ど
１
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
組
合
を
代
表
し

て
、
都
教
組
、
東
京
土
建
、
健
生
会
、

自
治
労
連
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
、
集

会
後
は
、
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
中
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙
げ
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
吉
祥

寺
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
福
祉

保
育
労
は
「
公
的
な
保
育
の
拡
充
を
、

福
祉
職
員
の
増
員
を
」
と
横
断
幕
を
か

か
げ
、
沿
道
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
の
後
は
建
交
労
三
多
摩
地
協

の
仲
間
で
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

デ
モ
の
宣
伝
カ
ー
の
運
転
手
を
務
め
、

雨
の
中
準
備
に
あ
た
ら
れ
た
バ
ス
関
連

支
部
（
京
王
新
労
組
）
の
皆
さ
ん
、
参

加
さ
れ
た
仲
間
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。
【
書
記
長

笹
原

和
樹
】
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５
月
１
日

第
９
７
回
中
央
メ
ー
デ
ー・
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
開
催

物
価
高
騰
を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
を
！
労
基
法
の
規
制

緩
和
を
許
さ
ず
、
平
和
と
憲
法
を
守
る
闘
い
に
全
力
を
つ

く
し
、
２
６
春
闘
を
最
後
ま
で
粘
り
強
く
奮
闘
し
よ
う
！

三
多
摩
メ
ー
デ
ー
午
後
に
晴

れ
間
、
パ
レ
ー
ド
実
施



青
空
の
下
、
５
月
３
日

（
日
）
の
憲
法
記
念
日
に
、

２
０
２
６
年
憲
法
集
会
が
、

有
明
防
災
公
園
を
多
く
の
人

が
埋
め
尽
く
す
中
で
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加
人
数
は
主
催

者
発
表
で
５
万
人
と
昨
年
の

３
万
８
千
人
を
上
回
り
、
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。
建
交
労
か
ら
は
、

中
央
本
部
、
都
本
部
、
バ
ス

関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
、

中
部
一
般
支
部
、
東
部
支
部
、

東
京
建
設
・
関
連
部
会
、
建

築
設
計
支
部
、
東
京
女
性
部

な
ど
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し

た
。
集
会
前
、
歌
声
や
そ
の

他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
会
場

が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
集
会
で
は
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
前
会
長
の
吉
岡
忍
さ
ん
や
、

コ
ラ
ボ
代
表
の
仁
藤
夢
乃
さ
ん
等
が
、

憲
法
を
守
り
平
和
を
守
る
立
場
で
ス

ピ
ー
チ
さ
れ
、
高
市
政
権
が
日
本
を

軍
事
国
家
に
す
る
た
め
に
強
引
に
憲

法
９
条
の
改
悪
を
進
め
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
他
、
武
器
の
輸

出
の
決
定
を
行
う
な
ど
日
本
が
戦
争

に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
、
参
加
者
す
べ
て
に
共
有

さ
れ
ま
し
た
。
平
和
な
日
本
を
守
る

た
め
の
草
の
根
の
行
動
を
強
め
る
決

意
を
し
た
集
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
建
交
労
は
お
台
場
コ
ー
ス
の
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
「
憲
法
改
悪
反
対
！
」

「
戦
争
反
対
！
」
「
平
和
を
守
ろ
う
！
」

「
憲
法
改
悪
よ
り
物
価
を
下
げ
ろ
！
」

と
声
を
上
げ
歩
き
ま
し
た
。

【
建
築
設
計
支
部

伏
谷

政
幸
】

４
月
１
８
日
（
土
）
、
第
１

１
期
建
交
労
東
京
学
校
が
開
校

し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
の
第

１
期
か
ら
今
年
で
１
１
年
目
に

な
り
ま
す
。
第
１
１
期
は
「
新

自
由
主
義
と
た
た
か
う
労
働
運

動
を
強
く
長
く
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
師
に
東
京
学
習
協
の
千
葉
光

事
務
局
次
長
を
お
招
き
し
、
全

２
回
の
講
座
で
す
。
第
１
回

「
哲
学
編
」
は
、
神
田
支
部
会

議
室
で
リ
モ
ー
ト
併
用
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
さ
ん
は

「
私
た
ち
労
働
力
商
品
は
生
身

の
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

働
く
者
の
賃
金
が
下
が
り
っ
放

し
だ
と
、
商
品
が
売
れ
な
く
な
り
、

究
極
生
き
て
い
け
な
く
な
る
。
競
争

と
利
潤
追
求
の
市
場
原
理
だ
け
に
ま

か
せ
て
い
る
と
社
会
が
破
綻
す
る
た

め
、
歯
止
め
を
か
け
る
、
即
ち
、
最

低
賃
金
や
現
状
の
賃
金
を
さ
ら
に
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。
労
働
組
合
運
動

が
必
要
不
可
欠
な
理
由
が
こ
こ
に
あ

り
ま
す
」
と
、
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
第
２
回
は
「
経
済
編
」
と
し

て
６
月
１
３
日
（
土
）
１
４
時
～
リ

モ
ー
ト
併
用
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
仲
間
の
ご
参
加
を
！

【
書
記
長

笹
原

和
樹
】
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５
月
６
日
（
水
）
夢
の
島
公
園
出
発

の
国
民
平
和
大
行
進
は
、
絶
好
の
デ
モ

日
和
り
。
建
交
労
東
京
都
本
部
か
ら
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
前
に
公
園

の
シ
ン
ボ
ル
「
第
五
福
竜
丸
展
示
館
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ
環
礁
の
水

爆
実
験
に
被
爆
し
命
か
ら
が
ら
の
船
員

を
乗
せ
て
帰
還
し
た
功
績
も
忘
れ
去
ら

れ
、
ゴ
ミ
と
し
て
長
く
夢
の
島
に
打
ち

捨
て
ら
れ
た
数
奇
な
運
命
の
老
船
。
あ

の
時
爆
風
と
熱
線
で
一
瞬
に
し
て
消
滅

し
た
か
も
知
れ
な
い
朽
ち
た
船
体
は
、

核
兵
器
へ
の
怒
り
と
悲
し
み
を
水
爆
被

害
の
生
き
証
人
と
し
て
叫
び
続
け
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
今
こ
の
船
を
保
存
す

る
理
由
を
思
い
な
が
ら
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
生
き
証
人
と
い
え
ば
、
戦
中

生
れ
の
８
６
歳
、
東
京
大
空
襲
体
験
者

の
狩
野
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
、

劫
火
の
間
を
逃
げ
る
母
親
の
背
中
に
い

て
、
真
っ
赤
に
染
ま
る
銀
座
が
目
に
焼

き
付
き
、
そ
れ
以
来
反
戦
平
和
の
人
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
６
０
０
人
の
デ
モ

の
隊
列
は
、
色
と
り
ど
り
の
幟
が
揺
れ

動
き
、
長
い
お
花
畑
の
よ
う
。
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
も
風
に
乗
っ
て
響
き
あ
い
、

沿
道
の
人
た
ち
と
も
笑
顔
で
手
を
振
り

あ
っ
て
和
や
か
な
が
ら
も
刺
激
の
あ
る

反
戦
平
和
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
し

た
。
ガ
ザ
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
イ
ラ

ン
で
も
、
現
に
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
戦
争
へ
の
反
省
で
生
ま

れ
た
平
和
憲
法
の
不
戦
の
誓
い
は
、

私
た
ち
が
今
生
き
て
い
る
根
拠
そ
の

も
の
で
す
。
平
和
の
意
味
を
か
み
し

め
な
が
ら
、
戦
争
と
核
兵
器
が
な
い

未
来
の
た
め
に
明
る
く
歩
い
て
ゆ
こ

う
。

【
常
任
執
行
委
員

畠
中

博
資
】

■６月 ５日（金）１８時半～世界環

境デ－宣伝行動／赤羽駅西口

■６月１１日（木）１４時～東京労働

局交渉／合同庁舎１１階（九段下駅）

■６月１３日（土）１４時～建交労東

京学校第２回／神田支部会議室

■６月２０日（土）１３時半～全国青

年部ＮＰＴ国際行動報告・平和学習

会／リモート併用

組合掲示板

４
月
９
日
（
木
）
１
２
時
１
５
分
～

厚
労
省
前
に
て
全
労
連
・
国
民
春
闘
共

闘
会
議
・
東
京
地
評
主
催
「
最
賃
ビ
ッ

ク
ア
ク
シ
ョ
ン
厚
労
省
前
集
会
」
が
行

わ
れ
４
５
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
東
京
地
評

議
長
の
矢
吹
義
則
代
表
は
「
政
府
が
裁

量
労
働
制
拡
大
の
議
論
を
労
働
者
の
意

見
も
聞
か
ず
日
本
成
長
戦
略
会
議
で
進

め
て
い
る
」
と
批
判
し
、
労
働
者
を
保

護
す
る
基
準
で
考
え
る
べ
き
と
強
調
し

ま
し
た
。
連
帯
あ
い
さ
つ
で
全
労
連
の

黒
沢
幸
一
事
務
局
長
は
「
賃
上
げ
回
答

が
平
均
８
３
４
６
円
、
全
体
の
４
割
が

１
万
円
超
え
の
回
答
に
も
関
わ
ら
ず
、

民
間
や
ケ
ア
労
働
者
は
５
８
０
０
円
台

で
あ
る
こ
と
は
放
置
で
き
な
い
。
か
な

ら
ず
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
М
Ｉ
Ｔ
Ｕ
ア
イ
・

エ
ス
・
ビ
ー
支
部
、
出
版
労
連
、
全
国

一
般
・
一
般
合
同
労
働
組
合
、
自
交
総

連
東
京
地
連
、
福
祉
保
育
労
東
京
地
本
、

長
野
県
医
労
連
か
ら
、
各
職
場
の
実
情

と
春
闘
の
闘
い
な
ど
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。
長
野
県
医
労
連
は
「
人
手
不

足
で
休
憩
が
ま
と
も
に
取
れ
ず
離
職
者

も
い
る
。
医
療
現
場
だ
け
が
世
の
中
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い

る
。
報
酬
改
定
で
処
遇
の
改
善
を
の
ぞ

ん
で
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
集
会
後
、

い
ま
す
ぐ
全
国
一
律
１
５
０
０
円
以
上
、

め
ざ
せ
２
千
円
以
上
、
ケ
ア
ー
労
働
者

の
大
幅
の
最
賃
引
上
げ
の
実
現
を
求
め
、

国
会
請
願
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。
２
６

春
闘
は
後
半
戦
、
夏
季
一
時
金
の
大
幅

Ｕ
Ｐ
を
目
指
し
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！

【
常
任
執
行
委
員

江
部

明
子
】


